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東大教養 阿 部 龍 蔵
臨界指数,適当な臨界振幅比,状態方程式に対するスケーリング関数などが,休系の
d (空間次元数 ), n(スピン次元数 ), o(ポテンシャル ･レンジのパラメーター )
だけによるという性質は普遍性とよばれ,臨界現象を理解するための重要な概念となっ
ている｡ ところでこの性質は,磁性体の中に非磁気的な不純物が混入したランダム系に
おいても成立するのであろうか? この種の問題を取扱 う一助 として, nを解析疲続し,
厳密解のえられるn--2の場合について論じた｡













さらにランダム平均 をバーで表しpl-Pとおくo 磁場があるときの分配関数 Zhは
zh-I_;[kWmdokO,exp[与IEmK.再 巧 揖 -<




上述のZhから帯磁率 xを求めると,適当な数学的操作 を行いn--2に解析接 した
結果
Z-(1-p)/[2x-(1-p)K(0)]
























反強誘電体の staggered分極 と歪の間にはネール点以上では staggered分極 の二次と
歪の一次の結合があり,これはいわゆる nuctuation機構による超音波分散を与える0
この超音波分散の理論的検討は多 くの研究者によってなされているが,実験結果の解析
法は単純ではない｡一方,ネール点以下では staggered分極 は波数 Oをもつ全対称モー
ドになるため, staggered分極 と歪とは双一次結合の項をもち,また,このばあいも高
次の項として staggered分極 の二次と歪の一次の結合の項もあるD後者の結合は前と同
じように nuctuation機構 により超音波分散をもたらす｡前者の結合 はいわゆるLandau-
Khalatnikov機構 による超音波分散をもたらす｡このLandau-Khalatnikov機構による減
衰を使うことにより,ネール点以下での臨界緩和時間の温度依存性を容易に,多くの仮
定なしに, もとめることができる｡
われわれは反強誘電体NaN02 において超音波吸収係数･弾性率,誘電率の同時測定
を行なった｡誘電率を同時に測定することはネール点を正確に決める上で重要である｡
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